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本
文
学
研
究
会
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
日
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
和
歌
を
め
ぐ
っ
て
専
任
講
師　
丹
下　
暖
子
　『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
は
二
十
三
首
の
和
歌
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
堀
河
天
皇
の
「
追
慕
の
記
」
で
あ
る
下
巻
に
配
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
二
十
三
首
の
和
歌
の
う
ち
、
古
歌
の
引
用
に
注
目
し
、
役
割
や
位
置
づ
け
を
論
じ
た
。
ま
た
、
讃
岐
典
侍
の
詠
歌
の
特
徴
に
も
言
及
し
た
。
　『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
は
、
勅
撰
集
や
『
栄
花
物
語
』
に
入
集
す
る
古
歌
を
一
首
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
と
い
う
場
面
が
見
ら
れ
る
。
自
身
の
心
境
に
一
致
す
る
歌
を
引
用
し
、「
げ
に
」
と
思
い
を
深
め
る
形
で
展
開
す
る
。
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
と
、
諒
闇
の
間
の
記
事
に
は
天
皇
追
慕
の
哀
傷
歌
を
引
用
す
る
一
方
、
諒
闇
が
明
け
た
後
の
記
事
に
は
天
皇
以
外
の
人
物
に
対
す
る
哀
傷
歌
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
堀
河
天
皇
に
ま
つ
わ
る
回
想
記
事
も
、
諒
闇
の
前
後
で
公
的
な
も
の
か
ら
私
的
な
も
の
へ
と
変
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
讃
岐
典
侍
は
諒
闇
の
前
後
で
記
述
姿
勢
を
変
化
さ
せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
特
に
諒
闇
の
期
間
に
お
い
て
は
天
皇
追
慕
の
先
例
と
な
る
哀
傷
歌
を
引
用
し
、
と
も
に
仕
え
た
人
々
と
共
有
さ
れ
る
堀
河
天
皇
の
姿
を
回
想
す
る
下
巻
に
は
、
典
侍
と
し
て
の
視
点
で
天
皇
の
御
代
を
振
り
返
り
、
追
慕
し
よ
う
と
す
る
一
面
も
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
「
ド
ヤ
街
」か
ら
読
む「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」　
―
梶
原
一
騎
・
ち
ば
て
つ
や
・
三
島
由
紀
夫

専
任
講
師　
山
田　
夏
樹
　
本
発
表
で
は
、
高
森
朝
雄
（
梶
原
一
騎
）
原
作
、
ち
ば
て
つ
や
作
画
「
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
」
（「
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
」
一
九
六
八
・
一
・
一
～
七
三
・
五
・
一
三
）
に
描
か
れ
る
「
ド
ヤ
街
」
を
焦
点
化
す
る
。
少
年
院
出
身
で
「
ド
ヤ
街
」
に
住
む
ジ
ョ
ー
の
生
き
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
学
生
運
動
な
ど
同
時
代
の
反
体
制
の
姿
勢
が
重
ね
ら
れ
読
解
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
本
作
は
、
限
定
さ
れ
た
時
代
に
は
留
ま
ら
な
い
、
現
在
に
も
射
程
の
及
ぶ
視
点
を
内
包
し
て
い
る
。
反
体
制
の
み
へ
の
注
目
は
、
逆
説
的
に
、
戦
後
日
本
を
一
枚
岩
の
も
の
の
よ
う
に
単
純
化
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
「
ド
ヤ
街
」
に
住
む
ジ
ョ
ー
は
、
反
体
制
の
み
な
ら
ず
、
引
き
揚
げ
、
戦
災
孤
児
な
ど
様
々
な
性
質
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
で
戦
後
七
〇
年
余
を
経
て
も
収
束
す
る
こ
と
の
な
い
、
対
外
戦
争
に
密
接
に
関
わ
る
過
去
と
対
峙
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ジ
ョ
ー
は
自
身
の
み
な
ら
ず
周
囲
の
人
び
と
の
囚
わ
れ
た
あ
り
方
を
も
解
き
放
っ
て
い
く
。
そ
う
し
た
点
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
同
時
代
的
な
反
体
制
の
枠
組
み
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
留
ま
る
こ
と
、
現
在
と
無
縁
の
事
象
と
し
て
忘
却
す
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
本
作
が
内
包
す
る
批
評
性
を
改
め
て
顕
在
化
さ
せ
て
い
く
。
